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聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
の
教
育
理
念

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
愛
の
精
神
」に
基
づ
く
教
育・研
究
を
行
って
、

豊
か
な
人
間
性
と
深
い
教
養
を
具
え
、

高
度
の
看
護
知
識
と
技
術
に
基
づ
く
科
学
的
な
看
護
実
践
能
力
を
養
い
、

広
く
人
間
社
会
の
健
康
に
寄
与
で
き
る

篤
実
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
の
教
育
の
特
色

●「
人
間
の
尊
厳・生
命
を
尊
重
す
る
倫
理
、生
命
倫
理
教
育
」に
よ
る
倫
理
的
判
断
能
力
／

　

専
門
職
と
し
て
の
ケ
ア
リ
ン
グ
／
ヒュ
ー
マ
ン
ケ
ア
の
実
践
能
力
の
育
成

●
シ
ス
タ
ー・カ
リ
ス
タ・ロ
イ
博
士
提
唱
の「
ロ
イ
適
応
看
護
モ
デ
ル
」に
基
づ
く
科
学
的
思
考
と

　

問
題
解
決
能
力
の
育
成

●
聖
マ
リ
ア
病
院
と
と
も
に
長
年
の
国
際
保
健
医
療
協
力
に
連
携
し
て
実
践
し
て
い
る「
国
際

　

看
護
学
」の
教
育

　

皆
様
、こ
ん
に
ち
は
。平
成
27
年
4
月
よ
り
、矢
野
正
子
・
前
学
長
に
替

わ
り
聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
・
第
三
代
学
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
井
手
三
郎

で
ご
ざ
い
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
は
、設
置
母
体
と
な
る
聖
マ
リ
ア
病
院
開
設
時
か

ら
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
愛
の
精
神
の
下
に
、科
学
的
診
療
と
共
に
教
育
を
行
う

こ
と
を
明
言
し
た
60
余
年
の
歴
史
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。同
院
で
は
、救
急

医
療
、公
衆
衛
生
活
動
、新
生
児
小
児・周
産
期
医
療
、脳
神
経
等
高
度
医

療
、国
際
医
療
協
力
、ホ
ス
ピ
ス
、在
宅
医
療
等
を
他
に
先
駆
け
て
展
開
し

て
き
ま
し
た
。ま
た
こ
れ
ら
の
基
盤
と
な
る
生
命
倫
理
教
育
も
30
年
程
の

歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
実
と
し
て
、聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。人
間
の
尊
厳
と
い
う
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
根
幹
に
、エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

き
、看
護
領
域
等
の
高
度
な
保
健
医
療
の
展
開
に
資
す
る
人
材
の
養
成
が

出
来
る
よ
う
、最
高
の
教
育
・
研
究
の
環
境
を
提
供
出
来
る
よ
う
日
々
努

力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
学
長
就
任
に
際
し
て
、次
の
所
信
を
表
明
致
し
ま
す
。

・「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
愛
の
精
神
」を
基
盤
と
し
た
大
学
教
育
を
実
践
致
し
ま
す
。

・カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
し
て
、世
界
標
準
の
教
育
理
念
に
基
づ
き
、特
に
保
健

医
療
福
祉
分
野
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

在
学
生
に
と
っ
て
も
卒
業
生
に
と
っ
て
も
、ま
た
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
も
、

よ
り
信
頼
を
持
た
れ
る
大
学
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、新
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
以
上
に
信
頼
さ
れ
る
大
学
を
目
指
し
て
」

巻頭言
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女
性
の一生
に
わ
た
る
健
康
支
援
、母
子
を
含
む
家
族
の
看
護
か
ら

地
域
に
お
け
る
助
産
活
動
ま
で
、幅
広
い
科
目
を
一年
で
学
ぶ
。

専
攻
科 

助
産
学
専
攻
　
演
習・実
習
風
景
レ
ポ
ー
ト

専
攻
科 

助
産
学
専
攻

講
師

助
教

田
中
千
絵
　
　
　
柳
本
朋
子

平成28年度 大学専攻科 助産学専攻 受験案内

1.修業年限・入学定員他

修業年限 入学定員 入試区分

1年 15名
（女子のみ）

推薦入試：10名

一般入試（前期）：5名
一般入試（後期）：若干名

助産学
専攻

卒業後の資格

助産師国家試験受験資格　受胎調節実地指導員資格

2.募集研究領域
■ 健康・療養支援看護学領域  
１．修士論文コース ・ヘルスプロモーション看護学分野

・小児・子育て支援看護学分野
・クリティカルケア看護学分野
・療養支援慢性看護学分野
・老年看護学分野
・精神看護学分野

２．慢性看護専門看護師コース（CNS）

■ ＭＣＨ（周産期・母子）看護学領域
１．修士論文コース ２．母性看護専門看護師コース（CNS）
■ 統合看護学領域 
１．修士論文コース ・看護政策・管理・教育システム（国際比較）分野

・国際看護学分野

平成28年度 大学院 看護学研究科 受験案内

1.修業年限・入学定員他

※４年を上限に長期履修制度あり。

※

修業年限 入学定員 入試区分

2年 12名
（男・女）

一般入学試験

社会人特別選抜試験

看護学
研究科
（修士課程）

3.出願資格認定審査申請期間

出願期間入試区分

秋期（一般、社会人）

春期（一般、社会人）

平成27年9月8日（火）～9月24日（木）

平成28年1月5日（火）～1月19日（火）

4.出願期間・試験期日他

出願期間

秋期（一般、社会人）

平成27年10月8日（木）～
10月22日（木）

試験期日

平成27年
10月31日（土）

※出願資格によっては、事前に出願資格認定審査の受審が必要な場合があります。（詳細は募集
要項をご参照ください）。

合格発表日

平成27年
11月11日（水）

入学手続締切日

平成27年
11月25日（水）

出願期間

春期（一般、社会人）

平成28年2月1日（月）～
2月18日（木）

試験期日

平成28年
2月27日（土）

合格発表日

平成28年
3月4日（金）

入学手続締切日

平成28年
3月17日（木）

2.出願期間・試験期日他

出願期間

推薦入試

平成27年9月1日（火）～
9月16日（水）

試験期日

平成27年
9月26日（土）

合格発表日

平成27年
10月8日（木）

入学手続締切日

平成27年
10月21日（水）

出願期間

一般入試（前期）

平成27年10月8日（木）～
10月22日（木）

試験期日

平成27年
10月31日（土）

合格発表日

平成27年
11月11日（水）

入学手続締切日

平成27年
11月25日（水）

出願期間

一般入試（後期）

平成28年2月1日（月）～
2月18日（木）

試験期日

平成28年
2月27日（土）

合格発表日

平成28年
3月4日（金）

入学手続締切日

平成28年
3月17日（木）

特集※内部推薦を含む 　

少
子
化
や
高
齢
化
社
会
と
声
高
に
呼
ば

れ
る
中
、今
助
産
師
の
役
割
が
見
直
さ
れ

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。産
科
医
・
助
産

師
不
足
の
問
題
は
深
刻
で
、助
産
師
養
成

は
国
の
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
専
攻
科
助
産
学
専

攻
で
は
、妊
娠
や
、出
産
、育
児
支
援
、女
性

の一
生
に
わ
た
る
全
て
の
時
期
に
お
け
る
健

康
支
援
、さ
ら
に
母
子
を
含
む
家
族
を
対

象
と
し
た
家
族
看
護
、地
域
で
の
助
産
師

の
活
動
や
助
産
管
理
な
ど
専
門
職
と
し
て

の
幅
広
い
科
目
を
一
年
課
程
に
お
い
て
学
ん

で
い
ま
す
。

　

助
産
学
専
攻
で
は
、入
学
時
か
ら
６
月

中
旬
の
助
産
学
実
習
開
始
に
向
け
て
、学

内
で
し
っ
か
り
と
助
産
の
基
礎
を
学
ん
で
か

ら
臨
地
実
習
に
臨
ん
で
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
座
学
と
並
行
し
て
、学
内
施
設
で
あ
る

助
産
学
実
習
室
で「
分
娩
介
助
」の
演
習

を
繰
り
返
し
行
い
、実
技
試
験
を
受
け
て

合
格
し
た
後
に
実
習
の
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
演
習
を
看
護
学
部
の
学
生
が
見
学

す
る
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。学
部
生
に

と
っ
て
は
専
攻
科
の
助
産
学
生
が
真
剣
な

表
情
で
演
習
し
て
い
る
の
を
見
学
し
て
、先

輩
た
ち
の
技
術
演
習
の
難
し
さ
と
、し
か
し
、

い
き
い
き
と
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、そ
の
凄
さ
を
実
感
す
る
と
同

時
に
助
産
師
と
い
う
進
路
も
視
野
に
い
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

専
攻
科
助
産
学
専
攻
の
臨
地
実
習
で
は
、

ま
ず
最
初
に
総
合
周
産
期
セ
ン
タ
ー
を
持

つ
聖
マ
リ
ア
病
院
産
科
で
実
習
を
行
っ
た
後
、

外
部
の
助
産
実
習
施
設
で
実
習
を
行
い
ま

す
。他
大
学
か
ら
進
学
し
て
き
た
専
攻
科

の
学
生
は
、聖
マ
リ
ア
病
院
周
産
期
セ
ン
タ
ー

の
規
模
の
大
き
さ
と
、素
晴
ら
し
い
設
備
の

整
っ
た
施
設
で
実
習
を
行
う
こ
と
に
驚
き

ま
す
。

   

学
内
で
の
演
習
と
違
い
、実
際
の
現
場
で

行
う
実
習
は
、将
来
、助
産
師
と
し
て
働
く

上
で
貴
重
な
場
と
な
り
ま
す
。ま
た
、実
習

病
院
の
助
産
師
か
ら
指
導
を
受
け
、実
際

に
働
き
始
め
た
と
き
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
も
実
習
の
意
義
と
し

て
重
要
で
す
。現
場
で
の
実
習
に
は
戸
惑

う
こ
と
や
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、実
習
先

の
指
導
教
員
の
先
生
や
周
り
の
仲
間
と
一
緒

に
実
習
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、助
産
学
専
攻
の
実
習
で
は
、妊
婦

さ
ん
を
一
名
受
け
持
ち
、継
続
事
例
と
し
て

妊
娠
期
か
ら
の
健
診
や
保
健
指
導
を
し
な

が
ら
分
娩
・
育
児
支
援
ま
で
の
周
産
期
を

支
援
し
て
い
ま
す
。受
け
持
ち
の
妊
婦
さ
ん

が
、夜
中
に
陣
痛
開
始
と
な
っ
た
と
き
、学

生
は
何
時
で
も
産
科
病
棟
に
駆
け
つ
け
、

寄
り
添
い
、励
ま
し
、お
産
に
つ
か
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

二
日
間
・三
日
間
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
、

学
生
も
体
力
勝
負
と
な
り
ま
す
。そ
の
よ

う
な
中
で
学
生
と
の
信
頼
関
係
が
で
き
、退

院
時
に
は
お
手
紙
で
お
礼
を
下
さ
る
こ
と

も
あ
り
、助
産
学
生
の
励
み
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

分娩介助演習風景。学内施設の助産学実習室で繰り返し行います。

助産学生が真剣に取り組んでいる技術演習を、学部学生が見学する様子。

学生間で学んだ後、演習を行っています。

毎日、分娩室のチェックをします。

専攻科3期生と柳本教員（上段左端）。

学内で助産の基礎をしっかり学んだ後、聖マリア病院で実習指導を受けます。

1

2

3

4

5

6

123

45

6

助産学専攻の学生は、臨床での分娩介助実習の前に学内で分娩介
助の練習を何度も繰り返して行った後に実習に出ていきます。初めて
分娩介助につかせていただく時は緊張の連続ですが、分娩が終了し
て、自分が生命誕生に関わることのできた感動と、産婦さんから「ずっ
とそばについていてくれてありがとう」と感謝の言葉をいただき、一生
忘れられない体験をして、助産師としての第一歩を踏み出します。学
生は10例の介助を通して産婦さんと家族から沢山のことを学び、実
習で様々な体験を通して一年間で大きく成長していきます。私達教員
はそんな学生の成長を楽しみに、日々の教育に励んでいます。

（柳本朋子）

4　MADONNA MADONNA　3



釜
山
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校（
Ｃ
Ｕ
Ｐ
）

看
護
大
学
生
の
日
本
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成27年度アメリカ研修旅行は、平成28年の
3月中旬頃実施予定です。期間は6泊8日、訪問先は、
ロサンゼルスとホノルルの2都市。
本学の姉妹校、姉妹施設を訪問します。

アメリカ研修旅行のご案内

　

現
在
、地
域
社
会
は
超
高
齢
化
・
少
子
化
に
直

面
し
、社
会
保
障
の
構
造
改
革
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
で
い
る
。地
域
で
健
康
施
策
に
携
わ
る
保
健
師

の
活
動
も
、住
民
代
表
を
含
む
保
健
医
療
福
祉
他

の
関
係
機
関・団
体
、職
種
と
の
協
働
に
よ
る
包
括

的
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
が
重
要
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
い
る
。保
健
師
養
成
も
時
代
に
即
応
し
、

2
0
0
9（
平
成
21
）年
7
月
9
日
、保
助
看
法
の

一
部
改
正
に
よ
っ
て
、教
育
期
間
が
6
ヶ
月
か
ら
1

年
以
上
の
延
長
と
な
っ
た
。こ
の
背
景
に
は
、保
健

師
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
機
能
が
高
度
化
し
、現

状
で
の
保
健
師
養
成
課
程
で
は
、そ
の
任
を
果
た

せ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。こ
の
役
割
と
機
能
と

は
、既
存
の
社
会
資
源
や
施
策
が
地
域
の
人
々
の

健
康
水
準
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
有
効
な
も
の
で

あ
る
か
ど
う
か
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
つ
つ
、新
た
な

社
会
資
源
の
開
発
や
、シ
ス
テ
ム
化
、施
策
化
を
進

め
る
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
化
と
は
、

保
健
師
の
固
有
の
業
務
｜
家
庭
訪
問
・
健
康
相
談

・
健
康
教
育
な
ど
｜
で
捉
え
た
地
域
住
民
の
潜
在

的
↓
顕
在
的
ニ
ー
ズ（
健
康
問
題
）を
、関
係
機
関

・団
体
、職
種
と
連
携
す
る
こ
と
で
協
働
解
決
で
き

る
体
制
づ
く
り
、す
な
わ
ち
創
造
事
案
の
こ
と
で

あ
る
。

　

こ
の
協
働
解
決
に
は
、他
領
域
の
専
門
職
と
の

対
等
関
係
が
必
要
で
あ
り
、保
健
師
に
は
健
康
施

策
の
専
門
家
と
し
て
の
自
律
性
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
自
律
性
の
確
保
に
は
、的
確
に
健
康
問
題
を

捉
え
、保
健
医
療
福
祉
分
野
の
研
究
成
果
を
活
か

し
な
が
ら
、あ
る
い
は
研
究
に
取
り
組
み
、専
門
家

と
し
て
問
題
を
解
決
・
改
善
で
き
る
能
力
の
育
成

が
必
要
で
あ
る
。

　

本
学
の
学
部
教
育
で
は
、保
健
師
養
成
は
選
択

制
を
導
入
し
、学
生
の
自
律
性
、協
調
性
の
育
成

を
図
り
な
が
ら
地
域
保
健
活
動
の
展
開
を
教
授

し
て
い
る
。研
究
科
で
は
、協
働
解
決
の
要
素
で
あ

る
人
間・相
互
行
為・現
象
を
捉
え
る
能
力
の
醸
成

を
図
り
な
が
ら
、シ
ス
テ
ム
化
に
係
る
実
践
・
研
究

能
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

平
成
27
年
8
月
3
日（
月
）〜
7
日（
金
）ま
で
、

釜
山
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
校
看
護
大
学
4
年
生
10
名

（
男
子
4
名
、女
子
6
名
）と
引
率
教
員
2
名
が
、

実
習
の
た
め
に
来
日
さ
れ
ま
し
た
。Ｃ
Ｕ
Ｐ
学
生

は
ま
ず
、本
学
の
矢
野
教
授
に
よ
る
講
義「
日
本
の

医
療
と
看
護
に
つ
い
て
」を
通
じ
て
、病
院
見
学
の

前
提
知
識
を
学
び
、聖
マ
リ
ア
病
院
で
の
見
学
実

習
を
行
い
ま
し
た
。評

価
会
で
は
、日
本
と
韓

国
の
違
い
を
単
に
指

摘
す
る
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、お
互
い
の
状

況
を
良
く
知
る
よ
う

に
な
れ
ば
、共
通
の
問

題
点
に
つ
い
て
は
協
力

し
合
っ
て
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
提
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、本
学
の
学
生（
国
際
交
流
担
当
）が
中
心

と
な
り
、歓
迎
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。日
本

ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
、選
ん

だ
メ
ニュ
ー
は
お
寿
司
。そ
し
て
英
語
、韓
国
語
、日

本
語
そ
し
て
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
駆
使
し
て
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ろ
う
と
す
る
光
景
が
随
所

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
韓
国
の
学
生
か
ら
実
際
に
話

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、視
野
が
広
が
る
と
語
る
参

加
者
も
い
ま
し
た
。学
内
に
い
な
が
ら
国
際
交
流

が
で
き
る
機
会
を
活
か
し
、自
分
の
成
長
へ
と
つ
な

げ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

自
律
性
と
創
造
力
豊
か
な
学
生
を
育
成
す
る

シ
リ
ー
ズ
「
大
学
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

14

看
護
学
部 

教
授
・
大
学
院
看
護
学
研
究
科 

教
授

小
路 

ま
す
み

国
際
交
流
委
員
会

看護師・保健師
社会学学士、看護学修士、教育学博士満期退学
臨床看護師３年を経て福岡県に入職する。保健所保健師を経て
福岡県立看護専門学校（現福岡県立大学看護学部）において保
健師養成の後、県庁で健康政策に携わる。さらに、保健所保健師
として、連携事業・システム創設に携わる。代表的なものに徘徊高
齢者ＳＯＳシステムがある。その後、福岡県立大学看護学部設立準
備室で大学設立に携わったのち当大学の教員として勤め、大学院
完成年度を経て、聖マリア学院大学に入職。看護師ならびに保健
師養成７年目に入る。

小路 ますみ

【訪問先】
◆ロサンゼルス
・Mount St. Mary’s University （シャロンキャンパス、ドヒニキャンパス）
・Children’s Hospital of Orange County （オレンジ郡子ども病院）
・St. Joseph Hospital （セントジョセフ病院）
◆ホノルル
・St. Francis Hospice （セントフランシスホスピス）

【旅行費用】
約25万円程度（平成26年度実績）
※詳細については、決定次第、学内掲示板等にてお知らせいたします。

聖マリアヘルスケアセンターも見学されました。

本学の学生が企画した歓迎交流会での記念撮影。

※写真は平成26年3月の様子。

平成27年度
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夏
期
教
職
員
研
修
報
告

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

春
と
夏
の
年
に
２
回
、全
教
職
員
を
対

象
と
し
、本
学
院
の
理
念
で
あ
る「
カ
ト
リ
ッ

ク
の
愛
の
精
神
」に
つ
い
て
、理
解
を
新
た
に

し
、具
現
化
の
道
を
探
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は「
研
修

会
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の「
夏
の
研
修
会
」は
、８
月
５

日
、久
留
米
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
主
任
司
祭
の

森
山
信
三
神
父
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
受
け
る
よ
り
与
え
る
方
が
幸
い
で
あ
る
」

（
使
徒
言
行
録
20
章
35
節
）を
テ
ー
マ
に
、Ｅ
．

フ
ロ
ム
の「
愛
す
る
と
い
う
こ
と
」
か
ら

「
愛
」に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、神
父

様
の
ご
経
験
に
基
づ
く
講
話
に
共
感
す
る

教
職
員
も
多
く
、一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て

「
愛
」と
は
他
人
ご
と
で
は
な
い
、自
分
に
つ

な
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
、実
感
が
で

き
る
研
修
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。「
愛
す

る
こ
と
は
、技
術（
a
r
t
）で
あ
る
」と
い

う
お
話
に
、看
護
と
の
共
通
点
に
気
づ
く
機

会
と
な
っ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、雪
の
聖
母
の
祝
日
を
祝
う

ミ
サ
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。ミ
サ
で
は
、

学
院
教
職
員
に
加
え
て
、聖
マ
リ
ア
グ
ル
ー

プ
職
員
、近
隣
の
住
民
の
方
も
ご一
緒
に
、神

の
豊
か
な
恵
み
と
計
ら
い
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
の

真
の
隣
人
と
な
り
、愛
の
実
践
に
励
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、聖
母
の
取
り
次
ぎ
を
願
い
、

祈
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、定
期
的
な
研
修
会
を
通
じ
て
、

本
学
院
の
基
本
姿
勢
へ
の
共
通
理
解
を
形

成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、将
来
を
共
に
展

望
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
希
望

し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
一
環
と
し

て
、夏（
９
月
）と
春（
３
月
）に
学
生
を
中

心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
東
北

へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、９
月
に
３
グ
ル
ー
プ
計
11
名

の
学
生
が
岩
手
県
・カ
リ
タ
ス
釜
石（
３
名
）、

宮
城
県
・カ
リ
タ
ス
米
川
ベ
ー
ス（
８
名
）で
、

そ
れ
ぞ
れ
６
日
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

福
岡
か
ら
東
北
ま
で
は
、飛
行
機
、高
速

夜
行
バ
ス
、市
民
バ
ス
等
を
乗
り
継
ぎ
な
が

ら
ほ
ぼ
１
日
を
か
け
て
移
動
し
ま
す
。地

理
的
な
距
離
の
隔
た
り
を
感
じ
な
が
ら
、

東
北
に
到
着
す
る
学
生
た
ち
で
す
が
、

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
中

で
、現
地
の
方
々
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、心

理
的
な
距
離
を
ぐ
ん
と
縮
め
て
福
岡
に
戻
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
の
学
生
は
、久
し
ぶ
り
の
ベ
ー

ス
で
旧
知
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
や
地
元
の

方
々
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、初
め
て
訪
れ

る
学
生
は
新
た
な
出
会
い
の
体
験
に
よ
っ
て
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
温
か
さ
を
体
験

し
て
い
ま
す
。互
い
に
支
え
合
う
経
験
は
、

消
え
る
こ
と
の
な
い
灯
で
あ
り
、宝
の
よ
う

で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
た
後
、全
員

に
よ
る「
ふ
り
か
え
り
の
会
」を
開
き
、自

分
の
体
験
や
思
い
を
見
つ
め
直
し
、新
た
な

一
歩
へ
の
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し

ま
す
。そ
し
て
、現
地
に
行
っ
た
か
ら
こ
そ

の
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
、11
月
の「
マ
リ
ア

祭
」で
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

最
初
の
派
遣
は
、震
災
発
生
か
ら
半
年

が
経
っ
た
２
０
１
１
年
９
月
で
し
た
。以
来
、

今
年
９
月
ま
で
の
派
遣
者
数
は
の
べ
90
名

（
学
生
80
名
、教
職
員
10
名
）と
な
り
ま
し

た
。「
震
災
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
、

自
分
た
ち
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
。」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
姿
は
忘
れ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
の
し
る
し
。」被
災
さ
れ
た

方
の
言
葉
で
す
。訪
れ
る
学
生
・
教
職
員
は

変
わ
っ
て
も
、「
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」と
い

う
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、行
動
で
表

し
、伝
え
て
い
き
ま
す
。

活動中はカリタスのロゴ入りビブスを着用（米川ベース）

水産加工工場でのお手伝い（大槌町）

結び昆布の加工は人の手で行われる（南三陸町）
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　学校法人は、公益性をもった教育研究の実践主体として、学校の

経営を行うことを、その目的としておりますので、一般企業のように営

利を活動目的とする法人ではありません。よって、人材育成を含めた

教育研究活動の成果を、社会に還元させる義務を負っています。

　学校の経営に伴う経理処理については、学校法人会計基準（文

部科学省令）により定められており、主要な財務計算書類として「資

金収支計算書」「消費収支計算書」及び「貸借対照表」の作成が

義務付けられています。

■資金収支計算書

　毎会計年度（4月1日～翌年3月31日）の諸活動に対する全ての収入及び支出の内容を

　明らかにし、当該年度における支払資金（現金及び預貯金）の顚末を表すものです。

　＜企業会計の「キャッシュ・フロー計算書」に類似したものです。＞

■消費収支計算書

　当該会計年度の消費収入及び支出の内容と均衡状態を明らかにし、固定資産の経過

　年的価値の減少（減価償却額）や、将来的な負債を考慮した計算書で、学校法人の財政

　的な経営状況を表すものです。

　＜企業会計の「損益計算書（P/L）」に相当するものです。＞

■貸借対照表

　期末（会計年度末）における総資産及び総資金（負債、基本金、収支差額）の価額とその

　内訳を明らかにし、財政状態の健全性を表すものです。

　＜企業会計の「貸借対照表（B/S）」に相当するものです。＞

学校法人会計について

財
務
状
況
等
の
公
開
（
平
成
26
年
度
決
算
の
概
要
）

　

法
令
に
基
づ
き
、大
学
等
の
設
置
者
で
あ

る
学
校
法
人
は
、当
該
事
業
年
度
に
お
け

る
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報
告
書
を
作

成
し
、こ
れ
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。本
学
に
お
い
て
は
、理
事

会
・
評
議
員
会
で
の
承
認
を
経
て
、財
務
状

況
並
び
に
事
業
報
告
に
関
す
る
情
報
公
開

を
、順
次
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。本
誌
で
は
、誌
面
の
都

合
上
、財
務
状
況
の
概
要
を
掲
出
し
ま
す
。

領
域
紹
介
「
共
通・統
合
領
域
」

　

聖
マ
リ
ア
学
院
大
学
で
は
国
家
試
験
対

策
の
一
環
と
し
て
、新
４
年
生
と
保
護
者
を

対
象
に
国
家
試
験
フ
ェ
ア
を
毎
年
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

来
年
２
月
の
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師

国
家
試
験
を
受
験
す
る
に
あ
た
り
、先
輩

達
の
情
報
分
析
を
基
に
、そ
の
傾
向
と
対

策
を
本
学
の
国
家
試
験
対
策
委
員
会
が
企

画・運
営
す
る
も
の
で
す
。

　

前
半
の
説
明
会
で
は
、先
輩
達
の
様
々
な

デ
ー
タ
や
国
家
試
験
問
題
の
出
題
傾
向
等

を
基
に
、国
家
試
験
対
策
の
基
本
を
伝
授

し
、後
半
の
チ
ュ
ー
タ
ー
と
の
懇
親
会
で
は
、

今
後
の
指
導
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、

チ
ュ
ー
タ
ー
と
学
生
や
保
護
者
の
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

国
家
試
験
フェア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

（単位；千円）

「消費収支計算書」の概要

消費収入の部

消 費 収 支 計 算 書

科　目 26年度決算額

消費支出の部
科　目 26年度決算額

学生納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計

人件費
教育研究経費
管理経費
資産処分差額
予備費

565,221
276,981
92,578
169,973

－

当年度消費収入超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

52,145
△535,827
△483,682

802,108
13,012
32,887
124,190
5,189
17,961
40,011

1,035,360
△48,263
987,096収入合計

934,951消費合計

平成27年3月31日現在

資金収入の部

資 金 収 支 計 算 書

科　目 26年度決算額

資金支出の部
科　目 26年度決算額

学生納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

569,707
175,347
73,219
8,667
9,270
29,490
28,307

－
31,904

1,590,019

802,108
13,012
30,927
124,190
5,189
17,961
36,046
140,528
137,699

△178,003
1,322,466

2,452,124収入合計 2,452,124支出合計

（単位；千円）

「資金収支計算書」の概要

平成27年3月31日現在

（単位；千円）

「貸借対照表」の概要

資産の部

貸 借 対 照 表

科　目 本年度末

固定資産
その他の固定資産
流動資産

増　減前年度末

資産の部合計

負債の部

固定負債
流動負債
負債の部合計

基本金の部

第1号基本金
第2号基本金
第4号基本金

基本金の部合計

消費収支差額の部

翌年度繰越消費支出超過額
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計

平成27年3月31日現在

4,652,888
1,035,331
1,613,062

6,265,951

170,484
185,047
355,531

5,601,102
730,000
63,000

6,394,102

△483,682
△483,682

6,265,951

4,729,298
1,014,441
1,438,950

6,168,249

179,970
183,267
358,238

5,577,528
705,310
63,000

6,345,838

△535,827
△535,827

6,168,249

△76,409
20,890
174,112

97,702

△4,486
1,779

△2,706

23,573
24,690

0

48,263

52,145
52,145

97,702

（上）前半は、試験問題の
出題傾向など、試験対策
についての説明会が行
われました。（下）後半は
チューターとの懇親会を
開催。学生や保護者と今
後の指導について話し合
われました。

　

共
通・統
合
領
域
は
、看
護
学
の
各
領
域
に

共
通
す
る
内
容
と
本
学
の
特
色
及
び
学
習
の

総
括
科
目
を
学
ぶ
領
域
で
す
。本
領
域
で
は
、

ま
ず
2
年
次
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
看
護
学

を
学
び
ま
す
。次
い
で
3
年
次
に
は
、看
護
管

理
学
、看
護
研
究
Ⅰ・Ⅱ
、看
護
安
全
管
理
論
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
論
、4
年
次
に
看
護
教
育
論
、

ケ
ア
リ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
、災
害
看

護
論
、総
合
看
護
学
実
習
、看
護

研
究
Ⅱ
と
学
年
の
進
行
と
共
に
段

階
的
に
看
護
学
の
学
習
の
統
合

を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、本
領
域
は
、学
生
が
卒

業
後
も
自
己
と
い
う
境
界
を
越

え（
越
境
）異
な
る
価
値
観
や
他

者
の
生
き
方
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、生

涯
に
渡
り
学
び
続
け（
生
涯
学
習

者
）自
己
を
形
成
し
人
と
し
て
成

熟
し
て
い
く
た
め
の
基
盤
づ
く
り

の
領
域
と
も
い
え
ま
す
。

教
授
　
日
高 

艶
子

看
護
学
部・大
学
院
看
護
学
研
究
科

財産目録

科　目 26年度末
資産額
基本財産
運用財産
負債額
固定負債
流動負債

6,265,951
4,662,888
1,613,062
355,531
170,484
185,047

（単位；千円）
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大学では３月に卒業生を送り出し、４月に新入生を迎え入れる。毎年の繰り返しで

あるが、そこに変化が見られなければ、全体が停滞し、大学も淘汰される時代と

なっている。さて、本学では、４月より第三代学長として井手三郎学長が就任した。

新体制の下、新たな“うねり”を若い学生達と共に作り出したい。（ＭＴ）

2015年10月発行
聖マリア学院大学キャンパスレター［マドンナ］
発行／聖マリア学院大学
〒830-8558 福岡県久留米市津福本町422
TEL.0942（35）7271  FAX.0942（34）9125

※本誌掲載の写真・図版・記事などの無断使用・転載・
　複製を禁じます。

編集後記

「聖マリア奨学金」制度について（ご案内）

育に資するため、平成28年4月より、「聖マリア奨学金」制度を運用することとなりましたので、ご案内いたします。

金　　額

返還義務
　
貸与期間

採用人数

貸与条件

年間の授業料相当額を上限

卒業時に一括返還。但し、卒業後、聖マリア病院もしくは同病院
グループ各機関・施設に就職した場合は、所定の条件下で月賦返還。

修業年限を上限

若干名

平成28年4月以降入学者（看護学部、助産学専攻、大学院）　　
家計状況が一定の審査基準を満たしている。
原則、他の奨学金との併用はできない。　
※半年毎に継続の有無を確認し、審査を経て採否を決定。

※入学後に応募説明会を開催します。

　当日は、久留米カトリック教会の森山信三神父様の司式によ
りみことばの祭儀が執り行われ、新入生の上に神の豊かな祝福
を祈りました。新入生として看護学部看護学科115名、専攻科
助産学専攻7名、大学院看護学研究科10名の合計132名が、
井手三郎学長より入学の許可をいただきました。
　ご家族、来賓の方も多数ご参列いただき、大学の門をくぐり、
看護職としての志を新たにする新入生を祝いました。本学にお
いては、平成18年の大学開設（既設短期大学からの改組）の
後、平成22年の大学院設置、平成24年の専攻科助産学専攻
の設置を経て、看護教育・実習に関するカリキュラムの更なる充
実を図っているところです。また、大学院においてはCNS（専門
看護師）コースが開講し、より高度の教育研究の実践を目指し
ながら、常に建学の精神である〝カトリックの愛の精神〟に立ち戻
り、学生を第一（ファースト・プライオリティ）とした、特色ある教育
研究に努めていきます。
　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！
　ようこそ聖マリア学院大学へ！

　本学は、昭和48年の聖マリア高等看護学院開設より現
在に至るまで、連綿と受け継がれるカトリック教育理念の下、
幾多の卒業生を社会に輩出し、その多くは福岡県下を中心
とした保健・医療・福祉の分野における中核的人材として活
躍しています。卒業生のネットワークは、本学の歩みとともに
拡大し、「同窓会」組織として、後輩となる在学生を支え、本
学の発展に寄与いただいているところです。ここに衷心より、
改めて感謝申し上げます。
　同窓会の総会は年次定例会として開催されており、本年
度も7月12日（日）、久留米市内のホテルにおいて開催されま
した。卒業後、何年～何十年（！？）経てなお、学生時代の話
題で、終始和やかな雰囲気のなか、盛会のうちにお開きとな
りました。同窓生の皆様におかれましては、引き続き後輩諸
氏への叱咤激励と、変わらぬ温かいご支援の程、どうぞよろし
くお願い申し上げる次第です。

　同窓会の諸活動に関しては、本学への様々なご支援を含め、卒業生の皆様の終
身会費により運営されております。在学生の皆さんは、卒業の後、これまで支えられ
てきた側から、後輩を支える側へとなります。卒業時に際しては、同窓会事務局より
会員手続きのご案内がありますので、その折はご理解とご協力をお願いいたします。

平成27年度入学式を
4月6日（月）に挙行いたしました。先輩から後輩へ

平成27年度「同窓会」総会開催報告


	201510_01
	201510_02

